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仮に 35 名の学級の場合、4 名グループが 8 つ



































































































































































































































































































































































教職研究　第 30 号（臨時増刊） （2018）
児童の発達の段階や特性等を考慮し、指
導のねらいに即して、問題解決的な学習、
道徳的行為に関する体験的な学習等を適切
に取り入れるなど、指導方法を工夫するこ
と。
道徳の授業の一つの方法として、問題解決的
な授業が推奨されているのである。視点を定め
た確かな教材研究やこれまで蓄積されてきたグ
ループ指導の方法を、負の側面を克服し充実す
る話し合いを指導することで、様々な道徳的価
値判断に対応できる道徳の授業を創り出す実践
が可能となる。
《註》
（1） 加藤辰雄「グループ活動をはじめて取り入
のれるときの指導スキル」（『国語の授業改
革 17』　2017　学文社）
（2） 宇佐美寛『「道徳」の授業に何ができるか』
（2018　明治図書　教育新書 85）
